
















要約:厚生省川崎病研究班作成の調査表を全国の小中学校 3100校に送付して学校における

川崎病の既往を持つ児童、生徒の実態調査を行った。調査表の回収率は小学校 63%、中学

校 59%であった。65%(後遺症例 8%)の小学校および 52%(6%)の中学校で川崎病既往児が在籍

していた。これら児童、生徒の学校現場における生活指導のうえで多くの養護教諭が種々

の問題点を抱えていることが判明した。また管理の実際についても地域による違いが存在

し、医療関係者による解説や教育が必要と考えられた。 


